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自己記録への挑戦

'94 3月

大 木戸小学 校（久 米光勇 校長）で、2 Xj2911

、全校児童が参加して、なわとび人会か 行

われました、

なわとび大会は 、どこで も干軽にできるな

わとびを通じ ての 体力づくりを||的 として、

行われてい ます。

この||の ために、 昼休み時|川などを利川し

て、練習を重 ねて きた児童 たちは、 自己､氾録

を少しで も伸ばそ うと、ほ おを紅 潮させ て1泊

張り ました。

お
も

な
内
容



町
村
合
併
四
十
周
年
・
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
落
成

皆
さ
ん
と
共
に
祝
い
ま
し
ょ
う

町
村
合
併
四
十
周
年
の

節
目
の
年

国

兇

町

は

、
町

村
（

口
併

促

進
法

に
よ

る

県

内

の

モ

デ
ル

と
し

て

、

昭

和
ニ

ト

九

年

’こ
り

．．
．卜

．
日

、

県
下

に

先

が

け

、

藤

Ⅲ

町

、

小

坂

村

、

森
江

野

村

、
人

木
一
戸
付

．
人

枝

村

の

一
町

四

力

吋

が

、

対

等
な
日

併

し

、
国

見

山

、
国

見

峠

な

ど
の

地

名

を

と

り

、

国

兒

町

が
誕

雀

し

ま

し

た

．

新

町

国

見

町

の

誕

生

以

来

、

夲

年

は

満
四

卜

年

の

節

日

の
年

で

す

．

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
が

間
も
な
く
完
了

ふ
る
さ
と
削
生
丿
支
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
小
袰

と
し
て
、
建
般
に

収
り
糾
ん
で

い
る
、
攵
化
と
福
阯

の
拠
点
づ
く
り
で
あ
る
観
川

台
文

化
セ
ン
タ
ー
建

設
乍
袰

が
、
川
も

な
く
完
ｒ

し
、
夲

挌
オ

ー
プ
ン
し

ま
十
．．

靦
り
台
夊
化

セ
ン
タ
ー
は
、
様

々
の
利
川
日
的

に
こ
た
え
ら

れ
る

よ
う
、
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢

層
の
方
が
利
川
で
き
る
よ
う
、
多

く
の
機
能
を
伽
・
乙
て
い
ま
す

．

会
議
．

サ
ー
ク
ル
活
動

、
イ
ベ

ン
ト

、
余
暇

の
有
幼
活
川

、
心
身

の
り
フ

レ

ブ
ン
ユ
な
ど
に
、
幅
広

く
利
川
で
き
ま
す
．

記
念
事
業
を
計
画

町

で

は

、

町

村

介

併

四

卜

固

吊

と
覿
Ｈ

台

文

化

セ

ン

タ

ー

の
落

成

を
祝

い
、

様

々

の

記

念
小

袰

を

計

叫
し

て

い

ま
于

．

四

月

．
．卜

に仕
口

に

、

観
川

ふ
川
文

化

セ
・
／
タ

ー

に

お

い
て

、

記

念
人

典
を

ほ

う

ほ

か

、

イ

ベ
ン

ト

や

″心‥

楝
人

会

を

に
り
う

．ｒ

定

で

す

．

皆

さ

ん

と

共

に
、

町

村
べ
川
併

川

卜
固

尓

の

気

運

を

鳥

め

ま

し

ょ
う

．．

大空にそぴえる岨月台文化センターシンボルタワー

観 月 台 文 化 セ ン タ ー 施 設 機 能

階 施 設 名 称 i 研､収容人員 使　用　内　 容　等 階 施･ 設 名 称 i 積,取容人員 使 用 内 容 等

１

階

事　　 務　　 室 47㎡ 事務、管理

２

階

児　　 童　　 室 84㎡ 児童図耆

応　　 接　　 室 20㎡ 来客応接 第　１　会 娘 室 67㎡、3{)名 各種会議、講座

第　 １　 和　 室 44畳、S8 名 各種講座、会議 第　２　会 議 室 31㎡、18名 各種会議、講座

第　 ２　 和　 室 12畳、18 名 各種講座、会議 創　　 作　　 室 Z3㎡、15名 各種創作活動

茶　　　　　 室 8覺 茶道・華道教室、会康 健 康 相 談 室 31㎡ 健康相談・教斤

歴　史　資 科 室 70㎡ 各槽文化財展示 ディサービスルーム 89Wf、34名 ディサービス

多日 的 スペ ー ス 141㎡ 各桟イベント、各種企画厦 哩　l:　 遡　 圃 530㎡

図　　 ，11　　室 130㎡ 図寿
３

階

片　　 の　　 湯 49㎡，16名

ラ　 ウ　 ン　 ン 71㎡ 無科休憩所 ひ　 の　 き　 湯 49㎡、16名

ロビー(センター楝) 472 休 賢 娯 楽 室 46髄、60名 休恕室

大　 研　 絛　 室 m ㎡、100名 各魯会議、蘿座、研修 トレーニングルーム 135㎡ トレーニングスペース

地

階

演　　 習　　 室 70㎡，14名 各種研修、講座

ホ　　 ー　　 ル 500名 講演会､コンサート､演劇等 米 養 桁 嘩 窒 80㎡、36名 調理実習

楽　　　　　 屋 62㎡ 展　　 望　　 台 26㎡ 天井部まで28.6m

ロビー（ホール楝） 3妬㎡ エ レ ベ ー タ ー 11名



デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始

平
成
六
年
度
よ
り
開

始
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
巣
は
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ

ー
派
遣
事
業

、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
と
共
に
、
高
齢
者
在
宅

福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
三

本
柱
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
五
年
四

月
に
策
定
し
た
「
国
見
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
に

基
づ
き

行
わ
れ

る
も
の
で
、
伊
達
郡
で
初
め
て
取
り
組
む
事
業
で
す

。

デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
内
容

概
ね
六
１

．」扛
歳
以

卜
の
力
を
車

で

、
観
月

台
文
化

セ
ン
タ
ー
ま
で

送
り
迎
え
し
．

セ
ン
タ
ー
の
．
．
階

に
あ
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
ル
ー
ム
と

健
康
相
談
室

、
三
陪
の
浴
室
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
を
利

川
し
、

入
浴
サ
ー

ビ
ス
、
給
食
サ
ー

ビ
ス
、

生
活
指
導
、
Ｈ
常
生
活
動
作
訓

練
、

養
護
、
健
康
チ

”
．
ク
の
提
供
を

吁

い
ま
す
．

な
お
、
観
Ｕ

台
文
化
セ
ン
タ

ー

に
は
、
様
々
な
設
備
が
あ
り
ま
す

の
で

、
ご
利
用

い
た
だ
き
一

日
を

楽
し

く
過

ご
し
て
く

だ
さ
い
。

利

用

日

・
月
曜
ロ

ー
金
曜
日

利
川
口
は

、
地
域
別

に
定
め

さ

せ
て

い
た

だ
き
ま
す
。

利

用

料

金

・
無

桝
た
だ
し

、

。
日

に
つ
き
畦
食
代

等
の
実
費
、
ａ
ｏ
ｏ

円

を
い
た

だ
き
ま
す
。

■

申
し
込
み
先

役
川
住
民
福
祉
課
欄
祉
係

ま
た
は
、

地
区
担
当
民
生
委
員

Ｏ
詳
し

い
こ

と
は
、
川
覧
等
で

お

知
ら
せ
し

ま
す

。

デイ サービスルームは観月台文化 センターの２階にあ ります

エレ ベーターを降り て左手の日当 た･Jの良い部屋です

鮭r友チェック を行 う牡贋相談？

14畳の広い和亨もあります

藤
田
駐
在
所
を
　
　
　
　

改

築

昨

年

の

卜

．
月

か

ら

新

築

Ｔ
ふ
恥

を

吁

っ
て

い
た

藤

川

駐

在

所

が

、

．．
．川

い

っ
ば

い
で

完

成

し

、

川

も

な

く

移

転

し

ま

す

．

新

し

い
藤

………
駐

在

所

は

、

木

逃

ｆ

屡

建

の

す

っ
き

り

し

た

造

り

で

、

敷

地

而

碵

ご
で

八

㎡

、

床
而

禎

．

０

托

㎡
、

建

築

而
禎

て

．ヒ

㎡
で

す

．所

を

地

は

、
国

兇

町

大

字

藤

Ⅲ

字

‐．
ド

川

ご
．、

卜
一
二
唇

．
匸

役

場

通

り

）．

な

お
、

呪

在

の

藤

Ⅲ

駐

在

所

は

．

移

転

後

解

体

さ

れ

、

敷

地

は

役

場

駐

車

場

と

し

て

利

用

さ

れ

る

’ｒ

定

で

す

．

間もなく完成する騒田駐在所



あ
な
た
の
老
後
を
守
る
国
民
年
金

納

め

忘

れ

は

あ

り

ま

せ

ん

か

岡
民
年
金
は
、
あ
な
た
の
老
後

を
保
障
す
る
大
切
な
制
度
で
す
。

保
険
料
を
納

め
忘
れ
て
い
ま
す

と
、
万
一
事
故

が
あ
っ
た
と
き
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

な
ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
か
あ
り
ま
す
。

平
成
五
年
度
保
険
料
の
納
め
忘

れ
か
あ
れ
ば
、
年
度
内

納
付
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

保

険

料

が

改

定

さ

れ

ま

す

平
成
六
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
か
、
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま

す
。

定
額
十
付
加

定
額
 

種
別

一
一

、五

〇
〇
円

二

、
一
〇

〇
円

月
　
　

額

一
芸
（

、
〇
（

）
Ｏ
四

一

晉

コ

｝（

）ｏ
ｍ

年
額

割

引

前

納

の

お

す

す

め

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
は
、

前
納
制
度
（
一
年
分
を
ま
と
め
て

納
付
す
る
）
か
あ
り
、
前
納
し
ま

す
と
そ
の
保
険
料
は
年
五
・
五
％

の
割
合
で
複
利

原
価
法
に
よ
っ
て

割
引
計
算
さ
れ
ま
す
。

な
お
．
前
納
の
取
り
扱

い
期
間

は
、
四
月

一
日
か
ら
円
月
二
十
八

日
ま
で
で
す
．

◇
定
額
前
納
額

匸
一
九
．
九
九
〇
円

（
割
引

額
三
．
ニ

ー
○
円

）

◇
定
額
十
付
加
前
納
額

匸
二
四
、
六
七
〇
円

（
割
引
額

三
、
．一
．
三
〇
円
）

保
険

料

は

期

限

ま

で

に

平
成
六
年
度
保
険
料
の
納
付

期

日
は
、
次
の
と
お
り
で
す

．

納付月
納付
期日

納付月
納付

期日

的 ４

４

５ １

６ １

７ １

８ １

９ １

‰

％

‰

‰

‰

％

％

10 H

I】H

12 11

1　月

２ Ｈ

３ １１

％

％

％

沁

‰

％

保

険

料

の

免

除

制
度

経
済
的
に

ど
う
し
て
も
保
険
料

か
納

め
ら
れ
な

い
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
保
険
料
納
付
か
免
除
さ

れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

世
帯
の
所
得
か
低
く
生
活

か
苦

し

い
、
病
気
を
し
た
、
災
害
や
事

故
に
遭

り
た
な
ど
、
事

情
の

あ
る

方
は
印
鑑

持
参

の
う
え

、
四
月
中

に
住
民
禍
祉
課
年
金
係

に
ご
相
談

く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

い

ろ

い

ろ

全

員

が

加

入

す

る

国

民

年

金

だ

か

ら

、

年

金

額

の

三
分

の

一

は

国

が

補

助

あ
な
た
の
生
活
の
基
盤
と
な
る

国
民
年
金
は
、
国
民
み
ん
な
に
共

通
の
制
度
な
の
で
、
国
か
賢
任
を

持
っ
て
運
営
し
て

い
ま
す
。
迦
営

に
か
か
る
賢
用
は
国
が
負
担
し
、

さ
ら
に
、
あ
な
た
に
支
払
わ
れ
る

某
礎
年
命
額
の
三
分
の
一
は
国
か

補
助
し

て
い
ま
す
。

2
5年
に

満
た

な
い

場
合

は
、

加

入
期
間

の

延
長

も
で

き
ま
す

国
民
乍
金

に
は
ニ
ト
歳
か
ら
川

十
年
間
加
入
す

る
の
か
某
本
で
す

か

、
譫
十
五
年
以
ｈ

保
険
料
を
納

付
す
れ

ば
六
十
五
歳
か
ら
納
付
し

た
期
川
に
応
じ
て
年
金
を
受
け
と

る
こ
と
か
で
き
ま
す
。
四
十
年
納

付
で
満
額
、
二
十
五
年
以
上
少
し

で
も
長
く
納
付
す
れ
ば
、
そ
の
分

か
年
金
額

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
経
験
か

あ
り
、
厚
生
年

金
保
険

に
加
入
し

て

い
た
期
間
は
、
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
付
し
た
期
間
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。
納
付
し
た
期
間
が

二
十
五
年
に
満
た
な
い
場
合

は
希

駅
す
れ

ば
六
十
五
歳
ま
で
加
入
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
も
で

き
ま

す

の
で
、
今
ま
で
の
加
入

記
録

を
調

べ
て
、
年
金
権
に
結
び
っ
け

ま
し

公

的

年

金

独

白

の

物

価

対

策

で

年

金

の

価

値

を

守

り

ま

す
　

昭
和
円
十
九
年
、
令

世
荐
を
襲

。
た
オ
イ
ル
シ

ー
ｙ

ク
で
、
口
‥
本

の
物

価
か
著
し
く

高
騰
し

た
こ
と

は
ご
記
憶
で
す

か
。
当
時
、
公
的

年
金
で

は
こ
の
事
態
に
速
や
か
に

対
応
し
て

、
そ
の
年
十
六
・
一
％
、

翌
五
１
年
に

は
二
十
一
・
七
％

年

金
額
を
引
き
上

げ
て
、
年
金
の
実

質
的
な
価
値
を
守
り
ま
し
た
。

基
礎
年
金
額
は
、
公
的
年
金
に

し
か
な

い
自
動
物
価
ス
ラ

イ
ド
制

に
よ

っ
て
毎
年
の
物
価
上
井

率
に

応
じ
て
確
実
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
ま

た
、
少
な
く
と
も
五
年
に

一
度
。
賃
金
や
生
活
水
準
の
向
上

に
合
わ
せ
て
年
金
額
の
改
定
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

万

一
の
と

き

は
。

ｎ

Ｈ

Ｔ

Ｉ

老
齢
ば
か
り
で

な
く
、
将
来
の

不
測
の
事

態
に
も
国
民
年
金
は
備

え
て

い
ま
す
。
国

民
年
金

に
加
入

し
て

保
険
料
を
き
ち

ん
と
納

め
て

い
れ
ば
、
病
気

や
災
難
、
ス
ポ

ー

ツ
事
故
や
交
通
事
故
な

ど
の
後
遺

症
で
障
害
か
残

っ
た
場
合
、
国
民

年
金
か
ら
障
害
基
礎
年
金
か
受
け

ら

れ
ま
す
。

ま

た
、
不
幸
に
も
家
庭
の
大
黒

柱
か
亡
く
な
｛

た
と
き
に
は
、
残

さ
れ
た
家
族
や
子
供
の
生
活

を
守

る
た
め
に
、
遺
族
基

礎
年

金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

基

礎
年

金

に

上
乗

せ

す

る

国

民
年

金

基

金

も
あ

り
ま

す
　

基
礎
年
金

は
。
そ
の
名
の
と
お

り
。
生
活
の
基
礎
を
支
え

る
も
の

で
す
。
ゆ
と
り
の
あ
る

シ
ニ
ア
・

ラ
イ
フ
に
は
も
う
少
し
上
乗
せ
す

る
資
金
も
入
用
だ
と
お
考
え
な
ら
、

閥
民
年
金
基

金
は

い
か
か
で

す
か
。

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

に
加

入
し

て
い
る
自

営
業

等
の
方

々
の
基

礎
年
金
に
上

乗
せ

す
る
公

的

な
年
金
で
す

。

基
礎

年
金

を
ベ
ー
ス
に
し
て

、

国
民
年

金
基

金
で

「
ゆ
と
り
」
を

準

備
す

れ
ば
万
全
で
す
・

■

畔
し

い
こ
と
は

・
役
場

住
民
福
祉
課
国
民
年
金
係

雲
恭
2
1
1
1
　

内
線
１
３
５



ク
レ
ジ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
つ
け
て
!
!

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
は
、
英
語
で
「
信
用
」
の
こ
と
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
は
「
信
用
」
カ
ー
ド
と
も
い
わ
れ
、
支
払
い
能
力
の
あ
る

人
に
対
し
て
発
行
さ
れ
る
も
の
で
す
、

と
こ
ろ

が
、
カ
ー
ド
を
安
易
に
使
い
過
ぎ
て
支
払
い
能
力
を
超
え

た
買
い
物
を
し
た
た
め
に
、
返
済
不
能
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
い
、
中

に
は
自
己
破
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
上
手
に
使
う
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

クレジットカードを利用する時の注意点

(7 つのポイント)

ポイント　 １

クレシ ーフト カード を利用することは、借金 することと同 じ

であるこ とを白覚しましょ う。

利用するときは、 きちんと返済計画を 霆てることが大切で

す。

ポイント　 ２

クレジットカードの保有枚数は、必嬰最少隕 にとどめ まし

冫 う。
カードが多すぎると管理 が大変になりましー

ポイント　 ３

支払い 方法により て金利や手故料が違 いますので、 よく確

かめてから利川しまし ょう。

〈一 般 的 な 金 利 ・手 数 料 〉

○翌 月 一括 払 い … …… … な し

○ ボー ナ ス 一括 払 い… … な し

○ 分割 払t ●‥‥‥‥‥‥‥‥‥年率12- ヽ73 %

○ キ ヤ ーｙ ジ ン ク…… … … 年率Z5 ～35 ％

ポイント　 ４

多重蛾務名に買い物 をさせ商品 を ’粐値 くら い で買い 取 る

「買取堋」、審査の甘い業者 を紹介して30％～40％ もの紹介

料 をとる「紹 介壓」、 多重債務 を整理すると癶･Jて高額の 干

数料 を取りながらずざんな仙務整理しか行わない「 整理曜」

などが横行しています。甘い宜伝文句にだまされると、 さら

に被害が大きくなるので、気 をつ11ましょう。

ポイント　 ５

自分の収入の範囲内で返済 が困難になったら、借 金返済の

ための借金は絶矧 こし ないで、十ぐ公的 な樋関に相談し まし

よう。

ポイント　 ６

他人にカードを貸すことは、ト ラブ ルのもとです。

ポイント　7

紛失。盗難の際には、 カード会社と警察 にすぐ届け まし ょ

う。

福 島 県 消 費 生 活 セ ン タ ー は

県民の消費生活の安定・向 上に寄与

するために設置された県の機関 です。

わたした ちの生活は、「消費」 なく

し ては成り立たないと言っ ても過ｊ で

はあ りません。

消 費生活に関するご質問 や。ト ラブ

ルにつ いてのご相談がありまし たら、

お気軽 にど うぞ。

〒960 福鳥市中町８－ ２

（福島県自治会館ＩＦ…県庁 西隣）

Ｓ （0245 ） ２ １ －0999

2  1  ｰ  7  7  3  7

祝祭 日を除く月曜日～金曜日

午前９時～午後 ５時



春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
～
４
月
1
5日

ス
ロ

ー
ガ
ン

「
事
故
ゼ
ロ
ヘ
　
大
き
な
輪
に
な
れ
　
う
つ
く
し
ま
」

あ
ぶ
な
い
よ
　
と
び
出
す
一
歩
が
　
事
故
を
よ
ぶ

。一
。月
か
ら
川
Ｕ

に
か
け
て

は
、

時
節
柄
、
進

学
や
就
職

、
人
嘔
…
黔

動
な

ど
で

」へ
の
動
き
か
活

発
に
な

り
ま
す

。

こ

の
迎
動

の
目
的

は
。
県
民

。

ん
一
人
に
交

通
安
全
知
識

を
普
及

し
、
交

通
安
全
思
想

の
商
揚

を
図

る
と
と
も
に
、
正

し
い
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守

と
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣

づ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
交

逝
事
故
防

止
の
徹
底
を
図

る
こ
と

で
す

。

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
　
　
　
　

守
　

ろ
　

う

孑
似
呎
衍
但
ｎ

刊
を
勾
‐
て
。

ｆ
供
を
女
通
嘔

故
か
・
６
守
り
ま

１
・

子

供

の

行

動

特

性

・－
二

っ
の
ら
の
に
江

意
か
向
ｃ

レ
一

川
り
の
む
の
か
凵
に
入
ら
な

い

２
一
戸
供
は
視
野
が
陝
ｙ
、
。
隘
点
か

低

い

３
・
人

人
の
ま
ｈ

を
し
て
。
礇
断

喰

道
以
外
の
と
こ
ろ
を
横
叨

・
だ

り
、
儒
廿
無
隘
を
し

た
り
す

る

４
‐‐Ｆ

を
挙
げ
さ
え
す

れ
ば
収

は
出

ま
・。
て
く

れ
る
、
と
い
・
。
た
よ

う
に
、
物
事
を

叺
純

に
し
か
理

解
し
な

い

・
’５
匸

危
な

い
よ

｝
、

一
気
4
.ら

け

て
ね

」
と

い
う
艮
体
性

の
な

い

‐
。昌
葉

だ
け
で

は
わ
か
こ
な

い

・
心
子
供
は
μ

怒
良
楽

か
激
し
ノ
、
、

感
情
に
よ
・
て
思
わ

ぬ
行
動
を

起
こ
し
か
ね
ま
せ

ん

元気に登校する児皿たち（平成５年４月）

愛の献血に66人

～平成５年度目標

100 ％を突破～

．．．り

．
凵

、

陟

動
採

血

亜

か

火

町

し

、

役
川

前

．

川

は
、精

機

前

、

．
心
９
:
藁
Ｑ

前

．

臨

鳥

に
Ⅲ

彖

申

国

日
｀
支

店

前

の

四

力
叫

で
献

血

活

動

か
Ｉ冖

い
、
一
咄
べ

（
申

し

込

み

は
6
7

ふ

の
り

ヤ

に

ご
協

力

を

い
た

だ

き

ま
！
・
だ

こ

の

結

川
｀
、

川
口
｀
町

の
ｔ

成
Ｍ

り

心

力
献

に限
川

標

本

馼
・へ

川
Ｌ

私

（
．
．
　

㎡
換

藤

）
４
‘突

破

―
』
、

几
　

ぺ

本

と

な

り

、

酉
（

Ｉ

セ

ン

ト

を

達

成
す

る

こ

と

か

で

き

ま
！
・

か
．多

く

の

な

‘・
か
・
６
愛

の
献

‘皿

の

ご
協

力

夲
一
い
た

だ

き

、

本

当

に

あ

り

か

レ
７
１

ご
ざ

い
ふ！
し

た

☆
平
成
五
年
度
採
血
状
況

ぺ
口
　
訃
　
　
　

た
　

べ
心

達
成
率
　
　
　

Ｌ
・

．
．
‥‥

四
　
　

耐
献
血
竚
　
9
3
廴

成
’び
献
血
ｔ
n
　
　
　
9
1廴

な
お
、
ｆ
成
八
年
度
の
日
標
本

数

は
Ｌ

九

‐１
本

（
二

卜
－
亠

換
算
）

と
な

厶

ヽ
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ

ん
の
あ

た
た
か

い
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す

。

献血tこ協力していただいた瞥さん

献

血

あ

り

が

と

う

ご
ざ
い
ま
し
た
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・
ご
印

は
成

分
献
血
協
力
者

ご
印

は
叫
　
・
．
耐
協
心
者

で

す

二

般
》

ｔ

Ⅲ
　
以
ｆ

‐一
　
渡
辺
恵
笂
ｆ

宍

．尸
　
唯

．
　

鳥
橋

勝
ｔ

高
唱
　

似
ｆ

∇
し
高
唱
　

力

占

川
　
　

実

．
に・
鈴
木
　

一
ｆ

匸
佐
４

ひ
ろ
八

’

谷
津
　

陽
子

尾
形
　

広
治

ド
ー
阿
部
　

洋
一

加
　
　

仙
‥
１

‐
　
伍
浦
　

祐
ｆ

人

塚
　

信
．ト

ー
に
斎
藤
　

呪

’卜

．叺
鳥
　
利
ｒ

一

《
朽

木

繊

維
》

○

朽

木
　

好

秋

《
東

栄

電

機
》

○

佐

藤
　

幸
輔

一
〇

安

達
　

武

子

〇
吾

妻
　

幸

淤

一
　

佐

藤
　

リ

ッ

〈
国

見

精

機

》

○
金

ｆ
　

攻

川

一

〇
佐

々

木

八

Ｍ

ｎ
Ｈ
木

と
も
ｒ

‘
　

小
四

坂

正

明

ぐ
ｔ

沢
　

雅

美
　

ｏ

ｔ

沢
　

俊

博

本

田
　

政
ｒ

一
　

高

橋
　

庄

次

つ

半

沢
　

弘

一
　

曳

地

Ｗ

ｉ

簡

川

惣

栄

一

《
仙
台

ス
ト

ッ
キ
ン

グ

㈱
国

見
工

場
］

心

山

力
ｙ

エ

一
　

矢
部

ヒ

ロ

子

《
福

島

信

用

金

庫
国

見

支

店

》

．．．
浦
　

萸

徳

一
　

松

野
　

信

彦

（
国

見

町

商

工

会

》

○

錨

水
　

正

春

一

〇

小
紫
　

春

雄

鈴

木
　

俊
博

一
　

佐

久

川

．齔
Ⅲ
″

Ｏ

占

川

と

き
ｒ
　

ｏ

高
譌

富
充

子

つ

訟

浦

惣

一

・
　

髮
　

柚

．

陥

り
　

辰

皀

《
国

見

町

社

会
福

祉

協
議

会

》

○

松
浦
　

郁

子

丿
　

高
橋
　

直

ｆ

皎
　

洋
ｆ

一

《
国

見

町

役

場
》

○

引

地
　

山
川

一
○

遠

藤
　

μ
‥
正

⑤

鈴

木
　

哲

也

一
　

竹

原
　

夂

’ｒ

佐

藤

水

無

了

・．

安
藤
　

ｔ

汪

ｏ
・
安
藤
　

光
輝
　
　

中

川
　

利

枝

黒

沢
　

敦

ｆ
｛
　

阿

部
　

正

一

一．い
武

川
　
1
1
2裕

一
　

佐

藤
　

克

成

人

津
　

香

織

一
Ｏ

占

川
　

義

勝

○

八

巻
　

忠

義

一
○

菅

野
　

信

朗



雇
用
促
進
住
宅
「
ク
ニ
ミ
宿
舎
」

人

居

ご

案

内

入
居
申
し
込
み
は
３
月
2
5日
～

雇
川
促
進
住
七
・『
ク
ニ
ミ
宿
介

』

（
愛
称
　

サ
ン

ー
コ
ー
ボ
ラ
ス

ク

于
こ

は
、
勤
労
者

の
た
め
に

雇
川
促
進
ｔｊ
業
川

が
世
設
し
．
管

理
す
る
鉄
筋
Ｍ
階
建
、
３
Ｄ
Ｋ

・ｊ
・

棟
印
．尸
）
で
Ｉ
（

ス

ー
ト

イ
レ
付

の
近
代
的
な
ア

パ
ー
ト
で

す

現
在
、
什
宅
に
お
川
り
の
万
で

、

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
か

に
人

叭
を
お
す
す
め
し
ま
卞

入

居

で

き

る

方

－

雇
川

保
険
の
陂
保
険
者
で
あ
・

て
、
適
町
な
什

宅
か
確
保
で
き

な

い
で

困
『

て

い
る

わ
　

（

勤

拷

地

が

心

隔

で

辿

効

に

ら

便

、

家

貿

の

過

爪

、

陝

レ

な

ど

）

⑤
冢

賃

の

支

払

い
能

力

（
毎

り

の

収
廴

額

か

、

家

叭

お

よ

び

八

益

叫

の
へ
口
計

額

の

阮
倍

以
匚

）

か

あ

る
な

川

居

す

る

睨

叺

の

あ

る

な

、
配

偶

竚

．

八

親

刄

以
内

の

’雎

攷

、

．
睨

埣

以

内

力
姻

攷

）

確

実

な

辿

帯

匯

．証

～
、
｛

川
川

５

し

て
ｔ
Ｅｔ

Ｌ

｝

が

あ

る

な

家

賃

・

共

益

費

・

敷

金

等

こ

家

竹

月

額

｛

人

り

後

．
．
年

人

満

｝

・

昨

忙

就

職

’ｎ
　

２

气

５

ｎ

ｎ

円

・

柊

｀
一
就

職

’ｎ

以

外

３

４

．

ｊ
ｎ

ｎ

川

比

益

費

・

り

額
　

り
气

５

０

０

川

い

敖

分

・

家

賃

の

．
、
力

り

．り

汨
…
肖

額

’

馴

亜

川

軻

へ
Ｅ

・

り

細

３

．

０

り
』ｎ

円

一
消

叫

晩

ぺ
’‥
し

‘

家

竹

そ

の

他

力

納

付

ｔ

は

、

甬

恥

口

叱

振

昨

に

よ

り

納

付

！
・
ま

す
入

居

申

し

込

み

手

続

き

＼

．
Ｈ

’
―
－

卜

日

か

ら

．

効

晧

咒

乍

槧

．所

の

．所

在

地

仝

管

轄

す

る

公

代

職

ｔ

安

定

所

で

’
吋

二

、
ぐ

だ

き

い

申

し

込

’
、
Ⅲ

‥
紙

の

皃

付

は

、

国

地

町

役

増

で

’
ｙ

ｎ

・

て

お

り

ま

卞

入

居

開

始

四

川

．
．
卜

八

卜

～

■

詳

し

い

こ

と

は

・

福

鳥

公

代

職

業

安

山

所

Ｓ

傴

４

１

２

１

・

雇

Ⅲ

促

進

乍

業

川

福

鳥

㈲

Ⅲ

促

世

セ

ン

タ

ー

雲

笳

６

５

０

３

・

国

兒

町

役

場

企

叫

商

に

課

S
6
2
1
1
1
　

内

線

个
 
I 
t
C 
ﾏ

完成間近の雇用促遣住宅 クニミ宿舎

徨増より槽鳥力面へ圃通に沿-ﾀ ぐ゙撻歩５分

文

化
団

体

紹
介

国

見

町

茶

道

ク

ラ

ブ

槻
り
台
文
化

セ
ン
タ
ー
の
茶
室

か
ら
、
か
ひ

わ
し

い
お
茶
の
４

り

か
漂

・．
て
き

ま
す

国
見
町
茶
道

ク
ラ

ブ
（
佐
藤
キ

又
会

輿
）
で
は
、
川
二
回
練
習
を

‥自
・
て
お
り
、
卜

．
八

の
会
ほ
か
．

う
ら
と
け
た
喋
川
気

の
巾
で
、

．

人

、
人
咒

生
の
指
導
を
う
け
て

い

川

兒
町
茶

道
ク
ラ

ブ
は
、
系
道

の
心
尽
・
学
び
た

い
と
い
う
人

た
ち

が
駆

ま

厶

、
、
昭
和

四
卜
七
年

に

結
成
さ
れ
、
べ
″
年
の
六
ｕ

で
満
二

Ｉ

二
年
令
迎
え
ま
す

ク
ラ
ブ
発
足
当
時
か
ら
桁
導
に

力
た

い
て

い
る
、
裏
ｒ

家
茶

道
教

授
三
瓶
宗
雲

光
上
（
隔
心
巾
）
は
、

『
茶

道
は
、
や
れ
ば
や
る
陞
叭

行

き
が
深

い
　

お
妬

の
心
と
は
、
相

手
を
思

い
や
り
、
傷
っ
け
な

い
こ

と
』
諮
る
・

機
と
お
茶
の
組
み
介
わ
せ

は
、

畆
連
川
乍
人
を
ぱ

。
ヒ
さ
せ
て
で

れ
ま
1‐

。

お
茶

の
作
法
を
乍
び
た
い
万

、

お
駭

に
興
味

の
あ
る
占
　

辿
非
人

会
し
て
く

だ
さ
い
　

特
に
若

い
万

は
人

歓
迎
だ
そ
う
で
す

辿
絡

は
、
２

輿
の
佐
藤

キ
ス
さ

ん
（
霏
肪
２
り・
９
７

）
ま
で

。
お

願

い
し
ま
す

結構なお手嗣でした．

先生の指導のもとお茶を立てる



お
　

知
　

ら
　

せ

忘
れ
ず
に

お
願
い
し
ま
す

３

月
3
1日

ま
で

に

「
経
営
移
譲
年
金
」
等
の
　
　
　
　

現
況
届
出
を

『
経
営
移
譲
年
令

』
、
お
よ
び
、

「
蒻
業
膏
老
齢
年
金

‘
の
現
祝
‥
仙

川
紙

は
、
従
火
通

り
農
業
者
弟
余

基
金
か
ら
受
給
権
者
の
杵
さ
ん
に
、

直
接
送
付
さ

れ
ま
す

受
給
除
膏
の
杵
χ
‐え

は
、
0
1民

福
祉
課
住
瓜
係
で
証
明
を
受
け
た

後
、
現
況
川
μ
‥
を
町
農
業
委
‥貝
会

に
提
出
し
て
く

だ
さ

い

現
‐況
川
占
の
提
出
明
限
は
、
３

月
3
1日
で
す

■

問
い
合
わ
せ

・
国
見
町
農
叢
鳶
八
会

容
肪
2
1
1
1
　

内

線
リ
’

ｙ`
Ｏ

異
動
の
あ
っ
た
方

お
届
け
く
だ
さ
い

～

伊

達

西

部

土
地

改

良

区
～

ず
成

べ
年
度
の
賦
課
耻

に
つ

い

て

、
賦
課
の
基
準
と
な

り
ま
す
農

地

が
売
買

等
に
よ
り
所
行
権

に
賢

動
の
出
た
方

．
地
Ｋ
除
外
を

さ
れ

る
方
、
経
営
移
譲
節

ｔ
Ｌ
く

な
ら

れ
た
鵬
ぺ
口
む
）
に
よ
り
名
義
食
．史

さ
れ
た
方
．
ま

た
は
眺
地
の
貸
俳

が
行
わ
れ
た
場
べ
い
は
、
賦

課
公

の

支
払
い
膏

名
を
確
認
の
う
え

、
伊

達
四
部
Ｌ

地
改
良
江
へ
３
り
3
1
凵

ま
で
川
け

出
く
だ
さ
い

■

届

け

先

・
農
林
課
ａ

林
Ｌ

木
係
内

伊
辻
西
部
Ｌ

地
改
良
Ｋ

ｓ

肪
2
1
1
1
　

内
楾

り
５

５

労
働
保
険
の

年
度
更
新
は

５
月
1
6
日
ま
で
に

ｔ

成
・
べ
彫

曵

の

吋

働

似

険

の
．１

度

．史

新

を

す

る

時

川

か
ま

卜
り

ふ’`

し

た川

月
叨

め

に

臨
島

労
働

叭

巾

り

、

ま

た

は
福

鳥

県
皿

川

保
険

課

か
・‐‥

送

付

き

れ

る
中

心
い
μ
‥
Ⅲ
‥紙

レ
ー
記

人

要
哨

を
Ｌ

く

お
乱

み

い

た・
だ

い
て

、

五

月

十

六
日

ま

で

に

、
最

寄

り

山

袈
融

機

関

、

郵

便
Ｑ

、
労

働

叺

凖

監

晢

桝

．

福
・
島

労
働

収

準

り

、

ま

な

は

県
．ぼ
Ⅲ

保
険

課

に
お

い

”
ｒ

続
き

を

さ

れ

ま

す

Ｌ
’一
ヽ
１
お

咄

い

い

た
し

ま

す

ま

た
、

期

日

ま

で

に
巾

占

で
丶
‘

る
よ
う
ａ

煢
台
帳
等
を
整
備
し
て

お
か
れ
ま
す
よ
う
お
頤

い
い
た
し

ま
す

■
問
い
合
わ
せ

・
福
島
労
働
汕

凖
Ｑ

霏
卵
４
６
０

０

・
県
商
Ｌ

労
働
部
収
川
保
険
課

雲
剖
1
1
1
1

ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
の
名
寄
帳

平
成
六
壓
暖
の
固
定
資
産
脱
の

从
礎
と
な
る
Ｌ

地
や
家
屋
、
地
積
．

評
価
額
な
ど
か

記
繊
さ

れ
て

い
る

、叭
‥
寄
帳

｀
を
次

の
川
川
中
、
閲

覧
で
き
ま
す

囚
定
竹
産
隘

は
、
紅
印

．
川

．

凵
現
在
で
Ｌ

地
．
家

際
、
俄
却
資

・
畩
を
介
し
て

い
る
な

に
り
い
て
、

そ

の
川
山
資
‥畩
の
価
咯
を
も
と
に

Ｑ
定
さ

れ
ま
す
　

ぜ
ひ
、
こ
の
機

会

に
廴
切
な
自

力
の
資
産
、
評
価

加

苫
か

ご
覧
く

だ
さ
い

◇
閲
覧
期
間

４
Ｕ
Ｉ

囗
へ
耻
て
2
0
日

飛

）
　

（
Ｌ
・

目
叩

日
を
除
く

）

◇
閲

覧
時
間

Ｔ

前
８
時

洳
冷
～
Ｔ
後
５
時

◇
閲

覧
場

所

役
場
脱
撈

渫

◇
そ

の

他

期
間
中
は
無
料
で
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
、
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ

き
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
課
囚
定
資
産
係

雲
恭
2
1
1
1
　

内

線
１
５
２

警
察
官
の
制
服
が
　

四
月
一
日
か
ら
　
　

か
わ
り
ま
す

警
察

官

の
制

服

か
、

夲

年

川
り

．
凵

か
・
６
煢

川

．
み

に
・
粫
制

服

と

な

り
ま
ｔ

制
川

が
改

卍

さ

れ
る

の

は
、

叭

．卜
り
‥察

官

の

制

川

が
昭

和

四
‐

．．
．

り
以

火

．

卜
八

り

ぷ

り
、

婦

廴

警

察
・官
の

制

川

が

昭
和

。Ｉ
ト

．
印

以

ｋ

Ｉ
・
气
彫

ぶ

り

の

こ
と

で

す

町
税
等
の
納
付
は

便
利
で

確
実
な

口
座
振
替
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

新
制
服

は
、
背
広
型
の
制
服
と

活
助
服

を
取
り
入
れ
、
制
服
や
制

胤
ワ
イ

シ
ャ
ツ
の
右
上
腕
部
に
、

福
島

県
警
察
の

シ
ン

ボ
ル

マ
ー
ク

を
入
れ

た
エ
ン
ブ
レ
ム
か
、
収
り

付
け
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
階
級

章
の
デ
ザ
イ
ン

し

Ｉ
新
き
れ
、
付
け

る
場
所
も
右

胸

。
力
所
と
な
り
ま
す

。

。
。
ト

ー
盻
紀
の
新
時
代

に
ふ
さ

わ
し

い
品
位
と
伝
統
を
保

持
し
、

き
わ
や
か
で

ス
マ
ー
ト
な

。
そ
し

て
力

強
く

、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
制
服

に
か
にＤ
り
ま
す
。

新制 服（右上 腕部 にエン ブレ ム）



事
業
所
の
み
な
さ
ん

ご
協
力
く
だ
さ
い

事
業
所
名
簿
紫
備
調
査

◇

調

査

の

期

日

お

よ

び
対

象

平

成
六
年

事
業
所

名
簿
整

備
調

査
は
、
平

成
六
年
四
月
二

十
日
現

在
に
よ
っ
て
行

わ
れ
ま
す

。

調
査
の
期
日
に
お
い
て
、
岡
内

の
す
べ
て
の
民
営
事
業
所

（
約

衂

万
）
を
対
象
と
し
ま
す
。

◇

調

査

事

項

調
査
事
業
所
に
つ

い
て
、
調
査

粟
に
よ
り
、
次
の
事
項
に
つ

い
て

調
査
し
ま
す
。

・

名
称
お
よ

び
電

話
番
号

・
所
在
地

・
事
業

の
種
類

・

従
業
者

数

◇

調

査

の

方

法

調
査

は
、
都
道

府
県
知
事

が
任

命
し
た
調
査
員
が
、
担
当
基

本
調

査
区
内

に
所
在
す
る
調
査
事
業
所

の
名
称
等
を
確
認
し
、
存
続
事
業

所
に
つ

い
て
は
、
統
計
セ
ン

タ
ー

に
お

い
て
平
成
三
年
事
業
所
漢
字

リ
ス
ト
テ

ー
プ
か
ら
作
成
し
た
整

伽
用
事
業
所
名
簿
、
お
よ
び
、
調

査
票
を
用

い
て
、
原
則
と
し
て
聞

き
取
り
の
方
法

に
よ
り
異
動
の
確

認
、
お
よ

び
、
所
要
の
修
正
を
す

る
こ

と
に
よ

っ
て
行

い
、
新
設
事

業
所

に
つ
い
て

は
、
事
業
主
等
か

直
接

綱
査
票

に
記
入
す

る
方
法

に

よ
っ
て

行
わ
れ
ま
す

。

■

問
い
合

わ
せ

・
役
場
企
画
商
工
課
商
工
振

興
係

壼
齦
2
1
1
1
　

内
線

２
５

４

郵 便 切 手 類 の 交 換

３ 月31 日 ま で な ら 差 額 を 納 め る だ け

１月24口 から郵便料金が改定 になり、郵便 切手類を交換する場 合

は 川 日料 金と 新料金の叢額と交換 手数科 が必 要となりますが、３月31H

まで交換 する場 合は、交換 手数料は無科 です、

旧　 料　 金 新　 科　 金 差 額 交換 手数料（％以降 ）

41円の郵便切手 50円の 郵便切 手 ９円 ５円

62円の郵厦切手 80円の 郵便切手 18円 ５円

72円の郵便切１ 90円の 郵便切 予 18円 ５円

41円の通常葉 耆 50円の 通常葉 澹 ９円 ５円

82円の往復葉書 100円 の往復葉,!｝ 18川 10円

※詳 しくは、お近くの郵便局におたずねくだ さい。

戸 籍 の 窓 口

(2月受付分)
出 生 お め で と う ご ざ い ま す

子 の 名　 保護者　　町内会
礼 於(れ　 お)阿部　 裕 泉 田 下

宏 美(ひ ろ み)佐藤 俊明 駅　 前
廣( ひ　 ろ)佐藤 畋浩 小　 峨

将 大(まさひろ)八巻 昭一 大　 坂
伸 弥(し ん や)菊地 谿伸 石母田川

文 弥(ふ み や)一條 昭仁 官　 癡
千 組(ち ひ ろ)佐藤 寿一 並　 柳

萌( も　 え〉佐藤 皿人 上　 野
将 士(ま さ し)阿部　 登 本　 町

結 婚お め でと う ご ざい ま す

氏　　 名　　　　　 町内会

{
松 浦　　 薫　　　　 耕　 谷
ｌ 賀 まゆふ　　　　 第　 二

安 藤 盛 夫　　　　 前　 田
{ 佐 藤 笑由紀　　　 月 筋 町

佐 藤 誠 一　　　　 鶫　 町
{ 八 巻 礼 子　　　 梁 川 町

{ 佐 藤 一 紀　　　　 第　 四
佐 藤 真知子　　　 第　 二

お く や み 申 し あ げ ま す

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会

田　口 郁 子　　35　　 石母出 東
鈴 木 ナ　ヨ　　83　　 原　 町

菅 野 一 男　　65　　 前　 田

阿 部 満 雄　　72　　 大 木 戸
佐 藤　きくゑ　　87　　 太 田 川

吉 田　シツマ　　96　　 第　 四
紺 野 キ　ョ　　73　　 本　 町

斎 藤　　 消　　78　　 山　 桃
小 林 利 一　　67　　 原　 町

人 口 と 世 帯

３月１日現在(前月比)２月中のうごき

人
　

口

･男5  , 7 人(  十 2 ) 転 入　９人

･女6.117 人（＋1 ）転 出　６人

一計ll , 4人(  十 3 ) 出　生　９人

世帯数3  , 2戸（士Ｏ）死　 亡　９人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 窒 （東側人口からlf入り７ きい）

時 間 ： ９時 ～12 時

こまったことや。相談ごとがあり ましたら、

お気軽にご相談下 さい。秘密は絶対に守り ます。

･相 破 員･

３月25口（金）松浦 輝夫・村上ミチ子

４月５日（火）斎藤　光夫・井砂喜代子

４月 日 ( 金）菅野　賛郎・安藤　トヨ

こよみ
３月　弥生（やよい）

18 日 (企）彼岸の入り

21 日 (月）響分の日

22日（火）放送記念日

日 (水）世界気象デー

日 (金）電気記念日

４月　卯月（うづき）

６日（水）全国交通安全迎動

７日（木）世界保健デー

10日（日）婦人週間

11日（月）メートル法記念日

14 日 (木）ポスト愛護週間



公
民
館
だ
よ
り

国見 町 公民館
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充
実
し
た
一
年
間
の
学
習

～

阿

津

賀

志

学

級
な

ど

閉

講
～

阿
津
賀
志
学
級

昨
年
四
月
二
十
八
日
に
開
講
し

た
阿
津
賀
志
学
級
の
閉
講
式
と
、

交
通
安
全
大
学
修
ｒ

式
が
二
月
一
一

十
三
日
、
あ

い
に
く
の
小
雪
で
し

た
が
、
約
百
八
十
名
の
熱
心
な
学

級
生
か
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式

に
先
立

ち
、

国
見

町

教
育

委

員
長

佐
藤

利
雄

様
よ

り

「
少

子
社
会
を
憂
え
る
」
と

い
う
演
題

で
、
現
代
の
青
年

男
女

の
考
え
方

や
行
動
の
特
徴
、
並
び
に
私

た
ち

を
と
り
ま
く
杜
会

の
抱

え
る
諸
問

題
に
つ

い
て
、
日
本

や
外
国

の
事

例
等
を
も
と
に
、
大
へ
ん
意
義
深

い
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

式
は
阿
津
賀
志

学
級

の
歌
斉
唱

に
始
ま
り
、
鈴
木
公
民
館
長
挨
拶

後
、
交
通
安
全
大

学
長
の
冨
永

町

長
よ
り
、
交

通
安
全
大

学
修
了
生

二
百
八
名
の
代
表
寺

鳥
ヨ
シ
ノ
さ

ん
に
、
修
了
証
古

と
記
念
品

が
授

Ｅ？
さ
れ
ま
し
た
。

続

い
て
公
民
館
長
よ
り
皆
勤

賞

五
名
の
代
火
原
川
サ
タ
さ
ん
、
精

勤
賞
瓦
卜
二
名
の
代
衣
遠
藤
叭

俊

さ
人

に
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
賞
品

か
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
人
学
輿
冨
水
町
長
の
挨

拶
、
志
賀
桑
折
瞥
察
７

長
、
仲
野

町
議
会
議
妊
、
蓬
Ⅲ
教
育
長
の
睨

辞

が
あ
り
、

。
年
問
の
実
喩
悵
中
い

後
、
村
Ｌ
委
‥‥
い
長
の
謝
辞
か
あ
り

ま
し

た
。

阿
津
賀
志
学
級
の
学
習
時
問
は

今
年
度
も
大
幅

に
増
え
、
そ

の
内

容
．
方
法
も
多
様

化
か
図

ら
れ
、

学
習
目
標

に
基

づ
き
、
二
十
回

の

全
休
学
習

と
二
十
一
回
の

グ
ル
ー

プ
学
習
を
実
施

し
、
様

々
な
活
動

が
展
開
さ

れ
ま
し

た
．

そ
し
て
．
一
．一
酉
七
ト

ー
名

の
学

級
生
の
積
極
的

な
参
加

に
よ

り
、

出

席
率
も
向
上

し
．
相
互

の
親
睦

と
辿
帯
感

か
よ

り
深
ま
・
て
き

た

こ
と
．
誠

に
喜

ば
し
い
と
思

い
ま

す
．更

に
去

る
十
一
月
に
仮

オ
ー
プ

ン
さ
れ
た
ば
か
り
の
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
多
口

的
中

ホ
ー
ル
を
利

川

さ
せ
て

い
た
だ
き
、

学
習

で
き

ま
し
た
こ
と
大

へ
ん
ま
せ

だ
・

た

と
思

い
ま
す
．

次
年

度
も
学
習
内
容

、
方

法
を

よ
り
魅
力

あ
る
も
の
に
す

る
と
典

に
、
学
級

生
ひ
と
り
一
人
の
学
習

意

欲
が
．史
に
商

ま
り
、
阿
津
賀
志

学
級
か
蔽
々
充

火
し
、
発
艇
す
る

こ
と
を
期

待
敖

し
ま
す

．

ぜ
ひ
．
多
数
の
杵
様
万

の
人
級

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

い・
平
成

丘
印
度

皆
勤
賞
（
敬
称
略
）

川
田
サ
タ
　
　
　

刺

地
義

．

中
村

ヨ
シ
　
　
　

ー つ

人
波
ト

シ
ｆ

▲阿泣賀志学級閉講式

子
育
て
教
室

二
月
十
八
日
（
金
）
九
時
半
よ

り
閉

講
式
を
行
い
。
鈴
木
公

民
館

長
の
挨
拶

の
あ
と
。
佐
藤
恵
美

子

さ
ん
か
研
修
生
を
代

表
し
て

、
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
伊
達
東
小
学
校
長

大
槻
　

太
先
生
の
講
演

を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
厳
し

い

冬
の
間
。
閉
匕
こ
む
り
が
ち

だ

り

た
の
で

。
天
気
も
よ
く
室
内

も
あ

た
た
か
く
て
、
元
気
よ
す

ぎ
る
ぐ

ら
い
で

お
け
さ
ん
も

。
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方
も
大
変
で
し

た
。
そ

ん

な
中
で

も
、
先
生
の
ユ

ー
モ
ア

あ

ふ
れ
る
お
話
に
み
ん
な
真
剣

に
聞

き
入
り
ま
し

た
。
終
わ

っ
て
か

ら
、

子
叺

た
ち

や
ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア
の
方

も
一
緒

に
。
お
菓
子
を
食

べ
な
が

ら
、
な
ご
や
か
な
時
を
過

ご
し
ま

し
た
『
。

先
生

の
豊
富

な
資
料
の
巾
か
ら
、

ひ
と
っ

だ
け
紹
介
し
ま
す

。

東
京

・
道
灌
山
幼
稚
園
の
園
畏
・

高
橘
系
吾
先
生
の
作

に
な

る

「
な

い
な

い
づ
く
し
」
の
抜
粋
。

『
暖
房
効
か
せ
て
　

寒
さ
が
な
い
』

『
冷
房
の
中
　

暑
さ
が
な

い
』

『
お
や
っ
か
過
ぎ
て
　

空
腹
な
い
』

「
歩
か
せ
な

い
で
　

疲
れ
が
な

い
」

『
お
も
ち

ゃ
の
や
り
過
ぎ
　

興
味

が
な

い
』

「
テ
レ

ビ
の
見
過
ぎ
で

考
え
な

ご
　

『
何
で
も

ほ
い
ほ

い
　
我
慢
か
な

い
』

『
点
数
以
外

は
　

閣

心
な

い
‘

『
わ
か

っ
て

い

る
け

ど
　
行
わ
な

い
』

「
こ
れ
で

は
　

ま

と
も

に
育
た
な

い
」

高
橋
先
生
は
長
年
。
家
庭
教
育

と
り
わ
け
幼
児
教
育
の
大
切
さ
を

説
き
、
実
践
し
て
こ
ら
れ

た
。
総

理
府
の

調
査
で
、
し
つ
け
や
教
育

が
欠
け
て

い
る
点

に
挙
げ

ら
れ

た

辰
本
的

な
生

活
習
慣
、
根
気

。
忍

耐

づ
よ

さ
：
＝
な
ど
は
、

と
く

に
幼

児

の
と
き

か
ら
身

に
つ
け
な

い
と
、

あ
と
で
嘆

い
て
も
始
ま
ら
な

い
部

分

だ
と
思
う

。
（
中
略
）

こ
う
し
た
家
庭
で
の
教
育

徽
能

低

ド
の
理
由

に
つ

い
て
は

「
過
保

駿

、
廿

や
か
し
過
ぎ
な
親

の
増
加

」

を
挙
げ
た
人
が
六
圧
％
で
最
も
多

い
　

次
が

Ｊ
し
つ
け
や
教
育

に
無

関

心
な
観

の
増
加

」
だ
。’
い
ず

れ

も
困

。
た
こ
と
だ
が
、
答
え

た
人

た
ら
か
こ
う

い
う
現
状
を
自

覚
し

て
い
る
こ
と
は
、
ま

だ
家

庭
の
教

青
機
能

の
川
復
に
希
望

か
あ

る
と

・ 今年度最筏の学習会（子青で教室）



考
え

た
い
。
し
っ
け
や
教
育
力
の

低
下
を
嘆
く
な
ら
、
ま
ず
は
自
身

の
父
と
し
て

、
母
と
し
て
欠
け
て

い
る
と
こ
ろ

を
点
検
す
る
と

い
い
・

自
分
の
こ
と
は
な
か
な
か
見
え
な

い
も
の

だ
が
、
自
分
の

「
な

い
な

い
づ
く
し
」
を
作

ご

ヽ
み
る
と
い

い
。
（
後
略
）

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

昨
年
べ
月
十
九
日
に
開
溝
し
た

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
の
閉

講
式

は
二
月
十

。ぺ
日
、
ニ
ト
円
名
が
出

席
し
て
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し

た
。

式
で
は
、
鈴
木
公
民
館
長
の
あ

い
さ
つ
、
八
巻
さ
と
み
さ
ん
の
感

謝
の
こ
と

ば
、
皆
勤
賞
の
佐
藤
尚

徳
Ｒ

ほ
か
二
名
、
精
勤
賞
の
斎
藤

敬
片
ほ
か
十

丘
名
を
表
彰

い
た
し

ま
し
た
。

今
年
度
は
九
回
に
わ
た
り
活
動

し
ま
し

た
か
、
出
席
し
た
皆
さ
ん

は
八
月
に
二
泊
三
口
で
実
施
し
た

キ

ャ
ン
プ
の
想

い
出
な
ど
を
楽
し

そ
う
に
話
し
合

っ
て

い
ま
し
た
。

く
に
み
女
性
教
室

昨
年
五
月

に
開
講
以
来
、
十
四

回
の
学
習
会
と
十
一

回
の

グ
ル

ー

プ
活

動
を
終
え
、
去

る
二
月
十
六

日
に
閉

講
式
を
行

い
ま
し

た
。

最

後

の

学
習

は

、
委

員

長

の

耘

十
嵐

甘

代

さ

ん
を

講

師

に
、

バ
ウ

ン

ド
ケ

ー
キ

と

ミ

ー
ト

パ
イ

作

り

を

し

、

。一
。１１
名

の

出

席

者

は

自

分

た
ち

か
作

っ

た

お
菓

ｆ

に
舌

つ

づ

み

を
打

ち

ま

し

た
　

相

互

学

習

と

い
う

日

原

は

、

年

毎

に
充

実

し

、

来

年

度

も

溝

師

の

拡

大

化

を

は

か

り

た

い

と
考

え

て

い
ま

す

。

式

で

は
、

皆

勤

賞

二

名

、

精

勤

賞

じ
名

の

方

に
賞

状

と
賞

品

か

附

ら
れ

ま

し

た

。
次

年

度

も

学

刊

内

容

を

充

分

考

慮

し

、

杵

ほ

の

要

望

を

活

か
し

た

学
習

計

肉

を

立

て

実

施

し

た

い

と
思

い
ま

す

。

あくにみ女體 教窒閉講式

成
　
人
　
学
　
級

昨
年
五
月
七
日
に
開
講
し

た
成

人
学
級
の
閉

講
式
は
二
り
二
１

二

日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
大
研

修

室

で

ニ

ト

名

か

出

席

し
て

行

わ

れ

ま

し

た

へ
’
印

曵

は

卜

．
．
川

に

わ

た

り

学

習

し

ま

し

た

が

、

出
・
晩
…牟

も
Ｅ

く

、

こ

の

川

溝

式

で

杵

勤

賞

二

名

、
帖

鋤

賞

卜

．
名

に

賞

状

と

記

台

品

が

贈

こ

れ

ま

し

た

こ

の

目

は

、

今

川

度

最

後

の

乍

習

と
し

て

、

斎

藤

久

観

月

台

夊

化

セ

ン

タ
・‐ｌ
館

長

よ

り

っ
家

庭

・

学

校

・
地

城

阡

会
一

と
咄

し

て

講

演

が
あ

り
、

出

席

し

た
皆

さ

ん

は

熱

心

に
聞

き

人

よ

ヽ
い
ま

し

た

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

．一
り

八

日

と

．．
．Ｕ

六

日

の

二

川

に

わ

た
り

、

十

―
組

の

貎
7
.
が

出

席

し
て

佃

や

か

な
雰

囲

気

の

巾

で

行

わ

れ
ま

し

た
　

藤

川
在

住

の

杉

崎

．
江
光
生
を
講
師
に
．
一
川
日

は
ク
レ
ー
ブ
、
二
川
日
は
力

．
プ

ケ
１・
キ

を
作

り
ま
し

た
．

小

．
～
瓦
胎

乍
の
な
の
．Ｌ
た
ち

は

．

先

生
の
指

導
の
ら

と
で
、

お
け
さ
ん
万

か
に
こ

や
か

に
ｕ
‘守

る
中
、
率

先
し
て

お
菓
ｒ

作

り
を

余
し
み
ま
し
た
．
先
生
か

ら
、
食

物
と
お
や
っ
と
栄
篦
に
つ
い
て

の

お
話
も
あ
り
、
出
席
者

は
大
泌

足

の
樣
千
で
し
た
．

４ 親子 で楽し.14なが らク７ ヤング

白
銀
の
世
界
に
歓
声
！

・公
民

館

Ｌ

催

の

｛
槻

子

ス

キ

ー

教
室

｝
は

二

Ｕ

‐‐

十
日

、
・．一
本

松

塩

沢

又
キ

ー
場

で

開
か

れ

ま

し

た
『

ス
キ

ー
教

室

に

は
カ

ラ

フ

ル
な

ス

キ

ー

ウ
ェ

ア

を
身

に
つ

け

た

．一

亅

二
廴

の
親

ｆ

か

参
加
　

ス
キ

ー

は

初

め
て

と

い
う

人

も

お

り

、

町

体
協
山
岳

ス
キ

ー
ク
ラ

ブ
ロ

の
方

か
ら
歩
き
万

、
転
び
方
な
ど
の
指

噂
を
受
け
、
汗
を
か
き
な
が
ら
練

刊

に
励
み
ま
し

た
。
親
と
子
か
心

の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、
冬
の
一
日

を
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。

▲快晴 に恵 まれた綫 子ス キー教室

す
て
き
な
出
合
い

～
ふ
れ
あ
い
ス
キ

ー
ツ
ア

ー
～

若
者

た
ち
に
交
流
の
場
を
Ｉ

と
公
民
館
が
主
催
し
た

「
ふ

れ
あ

い
ス
キ
ー
ツ
ア

ー
」
は
快
哨
に
忠

ま
れ
た
二
月
ニ
ト

じ
日
、
宮
城
蔵

王
え
ぽ
し
ス
キ
ー
場
で
闘
か

れ
ま

し
た
。

こ
の
ツ
ア

ー
に
は
独
身
の
男
女

二
十
人
か
参
加

、
初

め
て
会
う
人

か
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

、

バ
ス
の
巾
で

は
一
人
ず

つ
自
己
紹

介
を
し
た
あ
と
ク
イ

ズ
な

ど
を
行

い
、
た
ち
ま
ち
和

や
か

な
雰
囲
気

に
包
ま

れ
ま

し
た
。

午
前
中

は
初
級

、
中
・
上
級
の

ニ

ク
ラ

ス
に
分
か
ね
町
体
協

山
岳

ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
に

に
よ

る
講
習
を

行
い
、
午

後
は
気
の
合
う

仲
問

と

い
っ
し

ょ
に
滑
走
を
楽
し
み
ま
し

た
。参

加
し
た
皆
さ
ん
は
、
日

頃
な

か
な
か
話
す
機
会

の
少

な
い
同
世

代
の
人
た
ち
と
、
ス
キ

ー
を
通
し

て
交
流
を
深
め
。
有
意
義

な
一
日

を
過

ご
し
ま
し
た
。



わ
だ
い

仲

野

周

一

議

長

の

伊

達
地

方

町
村

議

会

議
長

会
会

長

就
任

を
祝

う

仲

野
周

一
町
議
会

議
艮

が
、
去

る
二
月
十
五
日
に
、
伊
達
地
方
町

村
離
会
議
長
会
総
会

に
お
い
て
、

会
長

に
選
任
さ
れ
た
の
を
祝
う

た

め
、
就
任
祝
賀
会

が
、

ご
．
月

．
日
、

国
見
町
農
協
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
．発

起
人
代
表
の
佐
藤
忠
ｔ

剛
議

長

が
、
経
歴
の
紹
介
を
含

め
て
あ

い
さ
っ
を
行
｛

た
後
、
仲
野
議
長

と
ナ

オ
夫
人
に
花
呶
か
附

ら
れ
、

冨

永
武
人

町

艮

の
祝
辞

の

後
、

仲
野
議
長
か
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
．

仲
野
議
長
は
．
昭
和
円
卜
九
年

に
国
見
町
議
会
議
ほ
と
な
り
、
現

在
第

卜

．
代
目
の
議
長
を
晧
め
て

ぃ
ま
す
．

国
見
町
で
、
議
長
会
会

妊
に
就

任
し

た
の
は
、
故
奥

山
亀

一
さ
ん

以
火
の
こ
と
で
す

．

古
田
矢
男
議
員
会
長
の
乾
杯
の

発
声
に
よ
り
呪
宴
か
行
わ
れ
、
川

席
し
た
冨
永
町
長
は
じ
め
、
町
議

会
議
八
、
町
．
．葭
、
竹
理

職
令
八

で
、
沖
野
議
長
の
就
任

を
呪

い
ま

し

た

謝辞を述へる仲野 長とナ彳夫人

み
ん
な
で
楽
し
く

ひ

な

祭

り

～
藤
田
保
育
所
～

．．．月

う
卜
、
藤
川
保
青
叫

一
友

野
妬

’卜
所
長

‘一

で

は
、
幼
児
令
ほ

が
参
加
し
て
．
ひ
な
祭

り
か
二ｎ

い

ま
し
た
。

ひ
な
祭
り
は
。
誕
生
会
と
今
春

幼
稚
園
に
人
側
す

る
幼
児
た
ち
の

お
別
れ
会
を
兼

ね
て
行
わ
れ
、
幼

児

た
ち

は
、

’″
ん
な
で
丸
く
幡

に

な

１
て
、
ひ
な
祭
り
の

ゲ
ー
ム
に

興
じ

た
り
、
ひ
な
祭
り
の
ご
ち
そ

『
つ
を
ほ
お
ば

’。
た
り
と
、
Ｌ
き

げ

ん
で
し
た

ひ
な
人
形
の
前
で
の
記
念
撮
彫

や
、
ひ
な
祭
り
の
歌

を
令
ほ
で
（
日

唱
す
る
な
ど
幼
児

た
ら

は
。
ひ
な

祭
り
の
行
卜
を
楽
し
み
ま
し
た

J』ひ4･ きまの舶 てお すまし鍄の幼 児た５ ･１３才11!I

大
空
に
舞
い
上
が
れ

～

凧
あ

げ

大
会

～

川

目
｀
町

片

々

彫

育

成

町

民

会

議

人

木

卜

地

ド

椎

進

協

議

会

（

松

浦

長

川

会

長

ヽ

で

は

、

．
．
．
照

代

の

ふ

れ

あ

い

．ｙ
・
い
日

々

４

の

健
（

ド

斤

成

を

図

る

ヽ
Ｊ
一
一
か
ｎ

的

レ
・
！
‐
て

、

．
．
Ｍ

ト

ー
日
。
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
、
凧
あ
げ
大
会
を
実
施
し
ま
し

ダ
今

回
か
二
回
目
の
開
催
と
な

る

凧

あ
げ
人
会
は
、
ｆ
づ
く
り
の
辿

凧

や
巾
阪
の
色
鮮
や
か
な
凧
な
ど

を
持

ち
寄
・－『
た
大
勢
の
地
区
の
小

学
生

が
参
加
し
て
行
わ
れ
。
一
斉

に
凧

あ
げ
が
始
ま
る
と
、
町
営

グ

ラ

ン
ド
に
散
ら
ば
・
。
た
千
ビ

つ
子

は
、
お
父
さ
ん
や
お
ほ
き
λ
ら
に

Ｆ
伝

乙
て
し
ら

い
な
が
・
６
、
吹
き

す
さ
ぷ
北
風

に
栗
せ
て
、
令
高
く

凧

を
一
あ
げ
ま
し
た

白
卜
名
咥
の
参
加
者
は
、
寒
さ

に
身

を
縮

め
な
か
・
’１
も
、
楽
し
い

。
時

か
一
過

ご
し
ま
し
た

。

lt雁 を うLI ご大･ｆ に 勍 つたこ

男
性
も
ク
ッ
キ
ン
グ

～
塚
野
目
老
人
ク
ラ

ブ
～

塚
野
川
色
人

グ
ラ・
フ

こ
酳
僑
藤

右

工

門
会

鍵

）
の

皆

さ

ん

が

．

二

月

ニ

ト

円
日

、
観

月

台

文

化

セ

ン

タ

ー
栄

養
指

導

室

に

お

い
て

．

男

性

に

も
簡

叭

に
作

れ

る

料

理

を

習

い
ま

し

た
．

伊
達

農
業

改

良

忤

及

所

の

星

三
1
.

ｆ

先
生

の
指

導

を

い
た

だ

き

、

『
お

か

か
雑

炊

』
、
「
’囗
菜

と
肉

団
7
.

の

ス

ー
プ

煮

」
、

Ｔ
セ
ヤ

シ

の
酢

の

物

」

づ
く

り

に
、

已
十

四

名

の

参

加
者

は

、

四
班

に
分

か

れ

て

収

り

組

み
ま

し

た
．

班

ご
と

に

．
．
～

一
．
名

の
屶

性

も

夊

じ

り
、

こ

の

卜

ば

か

り
は

包

厂

を
ｒ

に
、

野

菜

を

切

ｆ．
た

り
、

聞

子

を

ま

る

め

た

り

し

ま
し

々

、

人

婦

で

参

加

し

た
方

の
奥

き

ま

は

、

‐「
廴

の
新

し

い

．
面

を

日
｀
る

こ

レ
・
か

で

き

、
と
て

む
良

か

．
た
」

と

は

に

か

む

試

食

後

は

、
館

内

の

地

学

や

人

浴

を
ＩＩ
’叮

い
．

参

加

者

は

充

実

し

た

．
目

り
一
助

ご
し

ま

’
こ

．

男竹4, ク ・キ:｡･クj.:参加

編
集
日
記

町
民
巡
動
場
の
ト
イ
レ
の
ガ
ラ

刄
か
壊

れ
ま
し
た
　

い
た
ず
ら
に

よ

る
破
損
と
思
わ
れ
ま
す

町
内

に
は
、
皆
さ
ん
か
・
６
お
陌

か
り
し
た
廴
切
な
脱
乱
で
・つ
く

た
公
片
施
設
か
。

た
く
さ
ん
あ
り

八
Ｘ

な
で
使
う
施
設

だ
か
ら
Ｉ一

そ
。
廴
切
に
し
た
い
ｔ

の
で
す
　
＆

こ
｀
―

川
地
町
総
叺
謬

糾
鳥
県
伊
達
ｓ

国
兇
町
人
字
藤
川
字

．ｒ
Ⅲ
．
、リ』
の
Ｉ

一

死
八
尾
・
』

Ｌ
　

酋

・
．

四
．八

八
ｈ
‐

．
　

一
代
蠢
一
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